
 

 

 

 

 

 

 

 
ホイクマからのご挨拶  

芽吹きの季節。樹木から小さな芽が顔を出してます。子ども達の笑顔に似た芽を見つけほっこり…春探しに忙

しいホイクマです。保育園でも保護者の皆さんと共に子ども達の成長を振り返りながら、笑顔でいっぱいの春を

迎えたいですね。 

毎回アンケートに沢山のお返事をいただき、ありがとうございます。皆様のアイディアを新しい年度にも活か

せたらと思います 
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ホイクマ通信は、東京都保育人材・保育所支援センターをご利用いただき、保育の職に就かれる方への応援マガジンです。 

第 11号 第 14号 

《先生方の得意な出し物はなに？》  

<素話・寸劇・クイズ> 

☆身振り手振り、声の大き

さを変えての素話。 

☆大筋のあらすじを決め

てステージに立つほと

んどアドリブ。 

☆音当てクイズ 先生当

てクイズ。 

<手遊び歌・ダンス> 

☆ピアノ伴奏で季節の

歌をうたう。 

☆みんなで出来る手遊

びに手作りペープサ

ートを付ける。 

☆流行りの曲でダンス。 

<パネルシアター ・エプロンシアター> 

☆定番のお話にアレンジを加えて演じる。 

☆子ども達参加で簡単な歌や掛け声を入れる（簡単な繰り返しの掛け

声で）。 

☆ケロポンズさんのパネルシアターやエプロンシアターの「大きなか

ぶ」「くいしんぼうゴリラ」はいつも大人気。 

 

《お散歩マップの活用法やお散歩でのいろいろ》  

〈お散歩マップの活用方法〉 

☆子ども達と一緒に作る（交通ルールや歩き方の確認ができた）。 

☆公園の遊具の把握ができる（年齢に応じた遊び場の確保）。 

☆保護者の目につく場所に掲示（休日に子どもと遊ぶ、危険な箇所

の情報共有、不審者情報など随時更新）。 

☆季節の情報を表示（季節の草花、虫、木の実、季節の飾り等々）。 

〈お散歩の準備〉 

☆初めての公園は下見をする 

（遊具の安全性、水分補給の時

間と場所、トイレ、避難場所、

緊急時の対応方法等々）。 

☆スタッフ同士の情報共有。 

☆保育士のリュックの中身→救

急用品、着替え、ビニール袋、

旗、カメラ、携帯電話他。 

☆散歩前に全員の写真を撮る

（服装、靴等子どもの当日の

記録：緊急時の対応に使用）。 

 

<こんなことあんなこと> 

☆散歩で虫苦手を克服。 

☆疲れた散歩帰りはマンホ

ール探しで前進。 

☆季節のお花めぐり。 

☆園外保育中に不審者対応

訓練（保育士のみ）。 

ホイクマ通信 みんなのアンケート 結果発表！ 

 

<マジックシアター＞ 

☆段ボールマジック（段ボール 2

つ用意。頭を出す人、足を出す

人、その段ボールを半分から切

る。くっけたり離したり…） 

 

 急に先生達で何かを演じることに…そんな時に備えて得意な演目があるといいですね。一人で難しい時には園長先生や手の空いて

いる先生に SOS を発信してみてはどうでしょう。きっと快く引き受けてくれますよ。また、園外に出かける時のリスク管理は職員

間でしっかりと話し合い、安全な活動ができるといいですね。とにかく園外活動は楽しいです。子ども達の興味関心に寄り添いなが

ら、日常の保育環境をお散歩マップに分かりやすく表示し保護者と共有できるといいですね。（2019 年 6 月 21 日に厚生労働省は

保育所等における園外活動時の安全管理に関する留意事項を公表しています。ご確認ください。） 

 

東京都保育人材・保育所支援センター（東京都福祉人材センター内） 

TEL:03-5211-2912  FAX : 03-5211-1494  

保育人材コーディネーターは平日 9:00~17:30(受付は 17:00 まで)  

＠hoikuma 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の第 1 部は「東京都における保育の状況や人材確保

に向けた取り組みについて」第 2 部は「保育現場に活かすア

ンガーマネジメント」や「保育士の定着率を高めるには」「課

題を抱えた職員へのアプローチ」等について学びました。ど

の講義も現場ですぐに活用できると好評でした。 

 

皆さんにはお気に入りのエプロンがありますか。着やすさや

機能性で選んでいる、子ども達の人気のキャラクターで等々、

こだわりもあるかと思います。大きなポケットは使いやすいも

のの一つかと…  

また、ポケットの中には何を入れていますか。ティッシュや

ハンカチ、メモ帳、マジック、小さな指人形？ 

活動の合間で遊んだり、子ども達の注目をひき活動にメリハ

リを付ける為等、子ども達を注意せずに引き付ける魔法のアイ

テムをお持ちですか。 

皆さんのポケットの中身やエプロンへの思いを「ホイクマご

意見番」でお聞かせください。よろしくお願いいたします。 

 

 

《編集後記》 最後までお読みいただき、ありがとうございました。 

「東京都保育人材・保育所支援センター」HP では、「保育所への就職支援（マッチング）」欄にホイクマ通

信のバックナンバーも掲載しています。 

併せてお楽しみください。 ※紙面の都合上、アンケートの内容を一部省略・抜粋・編集させていただきました。何卒ご了承ください。 

⇒ 同封のアンケート用紙（ホイクマ通信ご意見番）に是非ご意見やご感想をお寄せください。 

エプロン どう選ぶ？ どう使う？ 

毎年開催しています。保育事業者セミナー 

・命にかかわる部分の研修を受けてみたいと常々思っておりまし

た。今回のエピペン講習や心肺蘇生の講義を受講できて本当によ

かったです。 

・今の保育現場のこと、指針のこと、重要な点をわかりやすく説明

していただけたので理解できました。 

・手あそび、おむつ替え等体験できたことは、すぐに現場で役立て

る自信にもなりました。 

・現場で働いていましたが、忘れていたこと、知らなかったことな

ど、知ることができたので良かったです。 

・異職種からの転職希望。保育業界で働いていないので現場がよく

わかりません。セミナーに参加してよかったです。保育の現場に

飛び込む勇気がちょっと持てました。ありがとうございました。 

・愛情を持った対応をこれからも心がけていきたいと思いました。 

☆このセミナーは保育士資格をお持ちの方で保育所勤務が少ない方あるいは

未経験の方、ブランクの長い方を対象にしたセミナーです。 

 ホイクマ  検索 

ご存じですか。東京こども医療ガイド 

こども医療ガイドは、子どもの病気や発熱・怪我、子育

ての情報が簡単に見つかる、東京都管轄の Web サイトで

す。予防接種やけがの対処法等が掲載されています。参考

にされてみてはどうでしょうか。    

                  

 

 

保育事業者セミナーは、保育園経営者や

施設長が労働環境をどのように整え、保育

士を具体的に確保していけばよいか、採用

後、定着の為にどのような施策を講じなけ

ればいけないか等を学ぶ機会として毎年開

催しています。 

参考図書のご紹介（センターへの献本よりご紹介） 

 

「アンガーマネジメント手帳」アンガー

マネジメントは自分で出来る心理トレー

ニングです。手帳に毎日書き込むことで

自分の怒りや感情に向き合い、自分の怒

りの特徴や傾向に気づき、感情や考え方

を整理できるように工夫された手帳で

す。自分の変化を楽しみながらスケジュ

ール管理してみてはいかがですか。 

 

保育士就職支援セミナーから 

参加者の声＆講師の思い 

センターからの 

お知らせ 

 ■退職職員のご挨拶■ 

 

皆様のあたたかな声に励まされ頑張れました。

ありがとうございました。                       

            事務担当  米田 

                               

一人でも多くの方が、保育所で楽しくやりが

いをもって就労していただけるよう願ってお

ります。今までありがとうございました。  

保育人材コーディネーター 松田               

 

保育人材コーディネーター 松

田           

                               

セミナー担当講師 X 先生から 

★子どもが多様な人と関わることを学ぶためには、身近な大人

である保育者も多様であることが大事です。そのために、主

婦、事務員、アーティスト等々、様々な背景をもつ多様な保

育者が保育に必要です。子どもを愛する気持ちがあれば、知

識や技術は後からでも十分に身につきます。ぜひ、保育の世

界でみなさんの経験を活かしてください。 

セミナー担当講師 Z 先生から 

★お子様の命をお預かりするお仕事をする上で必要な感染症

対策や、保育現場で注意すべき事故などを中心にお話をして

います。大切なのは、正しい保健知識を保育現場の中で活用

して頂けることだと思い、わかりやすく、そしてすぐに使え

る知識をお伝えできればと思っております。 

 


